イスラーム神秘思想の源流―神名解釈としてのイスラーム思想史― by 澤井  真
イスラーム神秘思想の源流―神名解釈としてのイス
ラーム思想史―





























第 2章 井筒俊彦のクルアーン分析の視座 
    ――アラビア語の dīnをめぐる意味論的分析―― 
1. クルアーンを「読む」 
2. クルアーンにおける dīn の意味論的分析 
3. クルアーンのレトリック的構成とその特徴 





    ――源流としての「アダムの物語」とその解釈学的想像力―― 
第 4章 イスラーム教の死生観 
    ――タバリーのクルアーン解釈における 2つの生と 2つの死―― 
1. イスラーム思想史におけるタバリーのクルアーン解釈の位置 
2. タバリーのクルアーン解釈における 3次元 
3. 「原初の契約」における神と人間――創造から終末まで―― 
4. クルアーン 2 章 28・29節における生と死に関する 5つの解釈 
第 5章 ジュナイドの「原初の契約」におけるファナーとバカー 
1. イスラーム神秘思想におけるファナーとバカー 
2. ファナーの 3 段階とその意味 
3. 「原初の契約」におけるファナーの意味 
4. 選良のタウヒードと「原初の契約」 




























































































































 第 5章では、初期のスーフィズム／イスラーム神秘主義を代表するジュナイド（Abū 
al-Qāsim al-Junayd, d. 298/910）の神秘思想を分析する。彼は、体験時に発せられる「酔った」
言葉ではなく、むしろ体験後の「醒めた」解釈を重視したスーフィーとして知られている。
彼の思索において、「原初の契約」は、神的合一の状況を説明するために用いられる。彼












































































用いている。第 1の意味が「段階」であり、第 2の意味が「臨在」である。これら 2つの
意味は、互いに密接に関連しながら「ハドラ」の語を構成している。第 1に、「段階」と
は、神的存在を次から次へと開示する際の神性の段階を意味する。第 2に、「臨在」とは
神名の背景にありながらも、神名を通して示されるさまざまな諸性質を意味する。このと
き、神名は「臨在」のもつ諸性質を示しながら、名付けられたものとなる。 
 神名において、「アッラー」の名前は神性を示す最初の名前である。さらに、主を意味
する「アル＝ラッブ」という神名と、神を意味する「アッラー」という神名に関して、前
者は「アッラー」という名称の外的役割を果たしている一方で、「アッラー」の名前は内
的役割を果たしながら、他の神名を内的に統合している。これら 2つの名前に続いて、「慈
悲」の名が顕われる。神的臨在を通して顕れた「慈悲」は、全ての神名に、存在の本質―
―「モノ性」（shayʾiyyah）や「名前性」（asmāʾiyyah）――となるものを与える。名前と
は、その結果として可視的に現われたモノである。イブン・アラビーは、慈悲によって与
えられた名前性の後に、名前を獲得する過程を、「準備」（istiʿdād）という語で表現した。
さらに、「主」という神名は、主従関係を表わすものであり、奴隷たる人間の存在を必然
とする。こうした神と人間のあいだの主従関係は解消することはできないが、被造物同士
の主従関係は解消することができる。こうした理解にもかかわらず、イブン・アラビーは、
両者の主従関係を解消することを可能とする存在を示唆する。その存在こそが、イブン・
アラビーの有名な「完全人間」（al-insān al-kāmil）に関する議論であった。 
 第 9章では、神名を体現した存在である完全人間に関する考察を通して、神の名前と被
造物である人間の名前との結びつきを考察する。完全人間は、神がアダムに凡てのモノの
名前を与え、彼を自らの似姿で創造したゆえに、世界における他の被造物に対して特権的
地位に置かれる。このとき、神名を体現する完全人間は、神と宇宙のあいだの仲介者とし
て機能する。完全人間とは神の宝庫の封印であり、隠された神秘知を知る者ゆえに、地上
における代理者（狭義の意味での完全人間）となる。アダムの子孫である人類はさまざま
な特質を継承している。それゆえに、イブン・アラビーは、アダムの子孫である人間が、
生まれつきの〈完全人間〉（広義の意味での完全人間）であるとみなしている。しかしな
がら、人間の霊的な高さは、恩寵として予め与えられた預言者や使徒を除くならば、基本
的に人間にとって本質的なものではなく付随したものである。この意味で、この霊的な高
さはさまざまな霊的修養を通して獲得されていくものである。 
 預言者ムハンマドがもつ唯一無二という叡智は、彼が使徒の封印であり、「ムハンマド
的実在」（al-ḥaqīqah al-Muḥammadiyyah）というかたちでアダムに先行する存在論的特権性
をもっていることの証しである。アダムは最初の人間として創造されたにもかかわらず、
ムハンマドは存在論的にアダムに先行しているために、存在一性論において彼はアダムに
時間的にも先行する。イブン・アラビーによれば、アダムに連なる全ての預言者たちが、
ムハンマド的実在を共有しているという。それゆえに、彼らはアダムが体現した完全人間
の叡智を共有し、隠された神秘知を保持することを通して、神の宝庫の封印となり、世界
を維持した。ムハンマドの死後、人々は隠された神秘知を求め、聖者となる。聖者は預言
者の後継者であり、彼らは真知者として、神の叡智を保持することによって宇宙を維持し
つづける。 
 結論では、これまでの考察を踏まえながら、スーフィズム／イスラーム神秘主義におけ
るクルアーン解釈の意味に言及した。スーフィーたち神秘思想家は、クルアーンを源泉と
し、ハディース、さらに先行するイスラーム諸学に基づきながら、自らの体験に根差す思
索を深めていった。その際、「アダムの物語」は神と人間のつながりを見出すための契機
となり、さらに神名解釈は神とのつながりを深化させる重要な手がかりであった。イスラ
ーム思想史とは、彼らがイスラーム神秘思想の源流へと絶えず回帰することによって、ク
ルアーンの新たな解釈の地平を拓いた営為の蓄積であった。 
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